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ワードクラウドを用いた選書支援手法とその実装

黒柳 竣1 後藤 大輝1 濱川 礼1

概要：本論文では，評価の高いレビューとレビュー内にある引用文章を動画形式のワードクラウドで表示
することで選書支援を行うことを目的とした手法とその実装について述べる．近年，新型コロナウイルス
感染拡大の影響もあり，屋外活動の機会は減少し，読書の機会が増加した．それに伴い，書籍を選ぶ機会
も増加したが，タイトル，著者名，帯や表紙の情報から好みの一冊を見つけることは困難である．そこで，
有益な情報となるのが，読者の意見をまとめたレビューサイトであるが，中には的外れな意見もあるため，
必ずしもこれから書籍を読む上で参考になる情報ばかりとは言えない．そこで，本研究では，レビューの
中に含まれる書籍の引用文と評価の高いレビューをその文章の頻出度合いやレビューの評価を指標に文章
の大きさを変化させ，動画形式のワードクラウドで表示することで，レビューを読む手間を減らし，さら
に書籍内の文章という書籍を選ぶ上での新しい評価基準を提示することで選書支援を行う．

A word cloud-based book selection support method and its
implementation

Abstract: This paper describes a method and its implementation that aims to support book selection by
displaying a word cloud of highly rated reviews and citations in the reviews in a video format. In recent years,
opportunities for outdoor activities have decreased and opportunities for reading have increased, partly due
to the spread of the novel coronavirus. This has increased the number of opportunities to select books, but
it is difficult to find a book of one’s choice based on the title, author’s name, obi, or cover. However, some of
the opinions may be off the mark, so the information may not always be helpful in reading a book. Therefore,
in this study, we propose a new evaluation criterion for selecting a book by displaying the book quotations
and highly rated reviews included in the reviews in a word cloud in animation format, changing the size of
the sentences based on the frequency of occurrence of the sentences and the rating of the reviews, thereby
reducing the time required to read the reviews. This system also supports book selection by presenting a
new evaluation criterion for selecting books, namely, the text within the book.

1. はじめに
近年，新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け，屋

外活動の機会は減少し，読書などの屋内で活動する機会が
増加した．また，出版科学研究所によると，2021年の書籍
の売上は前年比 3.6％増の 1兆 6742億円となっており，3

年連続で増加している (図 1)[1]．このことからも新型コロ
ナウイルスが感染拡大する以前より読書の機会が増えたこ
とがわかる．読書をする機会が増えたことで，書籍を選ぶ
機会も必然的に増えた．しかし，現在，実際に本屋に行っ
て好みの 1冊を選ぶ際に与えられている情報は，多くの場
合，タイトル，著者名，帯や表紙の情報のみであり，これ
らの情報から書籍の内容をくみ取るのは非情に難しい．ま
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図 1 紙＋電子出版市場の推移

た，アニメや映画などと比べて，書籍は，あまり大々的に
CM などで宣伝が行われないため，なおさら読者が書籍の
内容を掴むのは難しい．そこで，有益な情報となりうるの
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は，読者メーター [2]，ブクログ [3]，読書ログ [4]などの読
者の意見をまとめたレビューサイトである．これらのサイ
トは現在，多数存在しており，多くの読者が自分の読んだ
書籍について感想を書き込んでいる．基本的に，読者のレ
ビューは，作品の印象を把握するためには，最適な情報だ
といえるが，レビューの中には，的外れなことを言ってい
るような意見や「もっとこうしたほうがいい」といったよ
うな作者に対しての意見なども混ざっており，必ずしもこ
れから読む上で参考になる情報ばかりとは言えない．また，
稀にネタバレ要素を含むレビューが存在するため，ネタバ
レを隠す機能などで対処をしているレビューサイトもある
が，ネタバレかどうかを伝えるのは，ユーザに任されてし
まっているため，自分のレビューがネタバレであることを
伝えずにレビューを書き込むユーザも少なくない．また，
レビューは，書籍 1冊ごとに数多く書かれており，それら
の文章を毎回読んで書籍を選ぶのは大変である．そこで，
本稿では，多くの読者の共感を得たと考えられる評価の高
いレビューとレビュー内にある作者特有の文体を表した引
用文章をワードクラウドを用いて図 2のように視覚的にわ
かりやすく表示し，より既存のレビューを読みやすくする
ことで書籍の選定支援を行う．ネタバレを含む文章は，見
ないようにする人が多いため，評価が上がりにくい．その
ため，評価の高いレビューは，ネタバレを含みにくいと考
える．引用文も同様にわざわざネタバレが含む文章を引用
する人は少ないため，ネタバレを含みにくいと考える．そ
のため，評価の高いレビューや作者の引用文を提示するこ
とで，意図せずネタバレが含むレビューを見てしまうとい
う問題も解消できると考える．

図 2 一般的なテキスト表示とワードクラウド表示の比較

2. 関連研究
本章では，ワードクラウドに関する研究及び選書支援に

関する研究について述べる．

2.1 選書支援に関する研究
藤田らは文章をネガポジ判定し，その結果をもとにした

文章の感情の起伏を折れ線グラフを表示することで，小説
の印象の推移を可視化する研究を行った [5]．また，村井
らは小説の本文とレビューを用いて，物語の進行に合わせ
て，読者の興味を惹いた単語を可視化することで，立ち読
みを支援する研究を行った [6]．これらの研究は，文章の流
れや読者の興味を惹いた単語をユーザに提示することで，
選書支援を行った．しかし，これらの研究では，文章の詳
細な情報や文章のスタイルがわからず，書籍を選ぶ上での
情報が不足していると考える．そのため，本稿では，評価
の高いレビューや作者の文体がわかる引用文をユーザに提
示する．

2.2 ワードクラウドに関する研究
評価の高いレビューや引用文をユーザに提示する際は

ワードクラウドを用いて表示を行う．ワードクラウドに関
する研究は，多くなされており，毛利らはより短時間で商
品の意見を把握するため，商品レビューで書かれているポ
ジティブな意見とネガティブな意見を極性辞書によって判
別し，それらの意見を表示する際にワードクラウドを使用
した [7]．また，上野らは授業中の掲示板書き込み内容を可
視化する際にワードクラウドを用いた [8]．これらの研究
で，情報理解の支援としてのワードクラウドの有用性が示
されている．そのため，本稿でも，同様にワードクラウド
を用いる．しかしながら，従来のワードクラウドは，品詞
ごとで文章が区切られて表示されるため「良い」，「悪い」，
など単純な情報を理解するのには最適であるが，「どのよう
にいい」，「どのように悪い」といった詳細な情報を理解す
るには，あまり適切ではない．そのため，本稿では，文章
を品詞で区切らずに，文章のまま表示を行う．文章のまま
表示する際に，情報量と見栄えが天秤にかけられてしまう
という問題があるが，ワードクラウドを画像形式でなく，
動画形式で表示することで，その問題に対して改善を行う．

3. 提案システム
提案システムは Python を用いて開発を行った．本シス
テムは書籍の検索・検索結果表示，レビューのスクレイピ
ング，文章の判別，ワードクラウド作成，ワードクラウド
表示の 5つの工程によって構成されている (図 3)．以下で
それぞれの工程について詳しく述べる．

3.1 書籍の検索・検索結果表示
ユーザは，タイトルや著者名，出版社名，ISBNコード

を入力し，検索を行う（図 4）．検索結果は図 5のように表
示される．
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図 3 システムの流れ

図 4 検索画面

図 5 検索結果表示画面

3.2 レビューのスクレイピング
上記の図 5の本の詳細ボタンを押すことで，ワードクラ
ウドの作成を行う．ブックウォーカーが運営する日本最大
級の読書コミュニティサイト「読書メーター」（図 6）の
レビューをスクレイピングし，レビューの抽出を行う．レ
ビューとともにそのレビューに対する評価数も一緒に抽出

を行う．

図 6 読書メーター

3.3 文章の判別
抽出されたレビューの中から，書籍の引用文と思われる
文章とそうでない文章との判別を行う．書籍内の文章と思
われる文章であるかどうかの判断基準は以下の 2つとする．

( 1 ) 「」や『』で囲まれている
( 2 ) 名詞ではない

この判断基準に沿った文章を書籍の引用文と仮定し，判断
基準に沿わない文章を書籍の感想を述べている文章とす
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る．また，この際に，書籍の引用文の評価数は，書籍のレ
ビュー中の引用文の頻度とする．

3.4 ワードクラウド作成
書籍の引用文と書籍の感想を述べている文章の判別を

行った後，それぞれの文章を入力として，書籍の引用文を
表示するワードクラウドと書籍の感想文を表示するワード
クラウドの 2つのワードクラウドの作成を行う．ワードク
ラウドを作成するうえでの主な設定としては，以下に記述
する．

• 表示する文章
評価数が高い順に上から 14つ選出したものとする．

• 各文章の大きさ
レビューの評価数の高さに応じて，文章の大きさを変
化させる．

• 各文章の長さ
文章があまりに長い場合，画像内に文章を収めるため
に，文章のサイズが小さくなってしまうため，文章の
文字数の上限は 25に制限した．

• 各文章の色
各文章に対して，Python のライブラリである ML-

Ask[9]を用いて感情分析を行い，その結果をもとにプ
ルチックの感情の輪 [10]を参考にして図 7の配色で色
を変化させた．

図 7 各感情の配色

また，本システムでは，複数のワードクラウドの画像をパ

ラパラ漫画のようにすることで，動画形式にして表示を行
う．また，画像を変化させる間隔は 1.5秒に設定しており，
1.5秒ごとに文章が追加されていくように表示を行った．
付録でワードクラウドの構成画像の例を記載した．

3.5 ワードクラウド表示
本システムでは，書籍の基本的な情報（タイトル，著者

名，ISBNコード）などとともにワードクラウドを表示さ
せる．また，2つのワードクラウドは，楽天でのレビュー
の下にある変更ボタンを押すことで，下記の図 8と図 9の
ように変化させることが可能となっている．

図 8 感想文を入力としたワードクラウド表示画面

図 9 引用文を入力としたワードクラウド表示画面

下記の図 10のようにワードクラウドの下部分にワード
クラウドの入力元となった文章も表示することで，ワード
クラウド内で表示される文章に限度があるという問題へ
の対処を行っている．また，書籍の中には，レビューが少
ない書籍もあるため，ワードクラウドで表示される文章の
質が悪かったり，まず，表示される文章が全くないという
問題が生じるため，文章の投稿，評価という機能の実装も
行った．各文章の横にある評価ボタンが押されることで，
文章の評価数が上がる仕組みとなっており，それに応じて
質の悪い文章が排除され，質の良い文章がワードクラウド
内に表示されることが期待される．また，文章の投稿が行
われることで，入力元のレビューの少なさを補うことがで
きると考える．特に，書籍の引用文は，あまり量が多くな
いため，文章の投稿機能でこの問題が解決することが期待
される．

4ⓒ 2022 Information Processing Society of Japan

Vol.2022-HCI-198 No.24
Vol.2022-EC-64 No.24

2022/6/17



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

図 10 入力元文章表示画面

4. 実験
本章では，本システムで作成されたワードクラウドの有

用性を明らかにするために行なった被験者実験について述
べる．

4.1 ワードクラウドの有用性評価
現状，本システムは，ローカルネットワークでしか，使

用することができないため，多くのユーザに使っていただ
くことで機能することが想定される文章の投稿，評価の機
能が全く意味をなさない．そのため，書籍によっては，抽
出した引用文のなかに書籍内の文章ではないものが生じ
てしまうことがある．そこで，本実験では，多くのユーザ
に文章の投稿，評価を行ってもらい，書籍内の文章のみが
ワードクラウド上に表示されるという状況を想定して行っ
た．具体的には，文章が一般に公開されている青空文庫内
の作品を対象とすることで，引用文の中から，書籍内の文
章ではないものを削除し，引用文のワードクラウドの作成
を行った．

4.2 実験方法
大学生 10 人に対して，ワードクラウドの有用性を明ら
かにするための実験を行い，その後アンケート調査を行っ
た．4 個の 5 段階評価設問，自由記述式設問を用意した．
対象とした作品は，青空文庫の 10作品である（表 1）．

表 1 対象の作品
タイトル 作者

吾輩は猫である

夏目漱石こころ
三四郎
夢十夜
斜陽

太宰治人間失格
走れメロス
堕落論 坂口安吾

学問のすすめ 福沢諭吉
銀河鉄道の夜 宮沢賢治

以下に，評価を行ってもらったワードクラウドの一部を
示す（図 11，図 12，図 13，図 14）．

図 11 感想文を入力としたワードクラウド（こころ）

図 12 引用文を入力としたワードクラウド（こころ）

図 13 感想文を入力としたワードクラウド（三四郎）
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図 14 引用文を入力としたワードクラウド（三四郎）

4.3 結果と考察
アンケートの設問とその結果を表 2, 3 に示す．設問に

対して 5 段階評価を用意し，1 が「いえない」～5 が「い
える」として回答してもらった．また上記の設問ごとに任
意でコメントを自由記述で書いてもらった．なお，平均値
は小数第二位で四捨五入を行っている．

4.3.1 読んだことがある作品に対しての評価
10個の作品の中から読んだことがある作品がある被験者
に対して，行ったアンケートについて以下に示す．

• 作品を的確に表したレビュー（感想）が表示されてい
るといえるか
上記の質問に対して，結果の平均が 4.0点と高い数値
を示した．意見としては，「同感できるレビューが見
受けられたため」，「身に覚えのある単語がおおい」な
どが挙げられた．しかし，「一部のレビューは作品の
内容とは関係ないものもあったから」，「内容とは関係
ない部分の感想が抜かれることがある」などの否定的
な意見も挙げられた．

• 作品を的確に表したレビュー（作中の文章）が表示さ
れているといえるか
上記の質問に対して，結果の平均が 4.4点と高い数値
を示した．意見としては，「覚えのあるフレーズが沢
山あったため」，「有名な台詞が見られたから」などの
評価の高い意見が多く挙げられたため，引用文を入力
としたワードクラウドの質は概ね高かったことがわ
かる．

4.3.2 読んだことがない作品に対しての評価
10個の作品の中から読んだことがない作品がある被験者

に対して，行ったアンケートについて以下に示す．

• レビュー (感想)のワードクラウドは本を選ぶ上で有効

だといえるか
上記の質問に対して，結果の平均が 4.3点と高い数値
を示した．意見としては，「色々な意見を見て作品に
対して興味がわく」，「人間ぽい感想があれば，参考に
なると思った」などが挙げられた．しかし，「個人的
に少し情報量として足りないと感じた」などの否定的
な意見も挙げられた．本実験では，本システムで作成
されたワードクラウドのみを評価してもらったが，実
際にユーザに使ってもらう際は，ワードクラウドとと
もに入力元のレビューも表示を行うため，この問題は
解消できると考える．

• レビュー (作中の文章)のワードクラウドは本を選ぶ上
で有効だといえるか
上記の質問に対して，結果の平均が 3.6点とレビュー
（感想）のワードクラウドに関する質問と比べると少
し低い数値となった．意見としては，「気になるワー
ドがいくつかあって惹かれたから」などの評価の高い
意見もあったが，「感想の方と比較すると弱い感じが
した」，「あらすじくらいは何となく推測できるが，ど
ういったジャンルなのかがわかりにくかった」といっ
たレビュー（感想）のワードクラウドと比べるとあま
り有効ではないという意見が挙げられた．

4.3.3 全体を通しての評価
アンケートの最後に，本システムで作成されたワードク

ラウドを見るのと，レビューサイトのレビューを見るので
は，どちらが本を選ぶのに有益であるかという質問を行っ
た．結果を以下に示す (図 15)．

図 15 全体を通しての評価結果

多くの人がレビューサイトのレビューを見るよりも本シ
ステムで作成されたワードクラウドを見るほうが，本を選
ぶ上で有益であると答えており，このことから，このシス
テムの有用性がわかる．また，全体的な改善点として挙げ
られた意見としては，「1つ 1つの文章の出るタイミング
が早い」，「文章の出し方をもっと工夫できたらなお良い」
等の意見が挙げられた．これらの意見を参考に，文章を
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表 2 読んだことがある作品に対しての評価結果
番号 質問 1 2 3 4 5 平均
Q1 作品を的確に表したレビュー（感想）が表示されているといえるか 0 0 1 7 1 4.0

Q2 作品を的確に表したレビュー（作中の文章）が表示されているといえるか 0 0 0 5 4 4.4

表 3 読んだことがない作品に対しての評価の結果
番号 質問 1 2 3 4 5 平均
Q1 レビュー (感想) のワードクラウドは本を選ぶ上で有効だといえるか 0 0 1 4 4 4.3

Q2 レビュー (作中の文章) のワードクラウドは本を選ぶ上で有効だといえるか 0 1 4 2 2 3.6

フェードインやフェードアウトなどのアニメーション表示
にし，画像が移り変わる際の時間の間隔を伸ばすことで改
善を行う．

5. まとめ
本論文では，評価の高いレビューと引用文をワードクラ

ウドで表示を行う選書支援システムの開発を行った．しか
し，現在，本システムはローカルネットワークでのみ動作
が可能となっているため，ユーザによる文章の投稿，評価
の部分が機能せず，書籍によってワードクラウドの質に
ばらつきが生じてしまう．そのため，青空文庫の書籍のみ
を対象とすることで，ワードクラウドの質を高め，多くの
ユーザに本システムを使ってもらった場面を想定して評価
実験を行った．評価実験の結果，概ね高い評価をいただき，
ワードクラウドの質が高い際の選書支援システムとしての
有用性が明らかとなったが，文章の評価，投稿の機能がど
れだけワードクラウドの質を左右させるかの検証は行うこ
とができていないため，今後，本システムをオープンネッ
トワークで公開することで，それらの問題を検証していき
たい．また，現在は，ワードクラウドを生成するまでに 1

分ほどかかってしまうため，余計な処理を減らすなどして
時間の削減を行っていきたい．
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付 録
引用文を入力としたワードクラウド（人間失格）の構成

画像を記載する．また，本論文で実験を行った各作品の
ワードクラウドは以下の urlから参照可能である．
https://drive.google.com/drive/folders/

1MnXBTD8vANFWOvngJ-Qi9WtMUDyuoeos?usp=sharing
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